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製品を正しく使用いただくための注意事項です。
正しい使用をされない場合、製品上・安全上の問題が発生する可能性があります。
必ずお守りいただくようお願いします。

●扉や枠の隙間に手や指を入れたまま開閉しないで下さい。ケガに繋がる恐れがあります。

　特に乳幼児に開閉をさせたり、乳幼児が近くにいるときの開閉には十分ご注意いただくよ　う

お願いします。

●突風により扉が強くしまると、衝撃により商品の破損やガラスの割れの可能性がありケガ　に

繋がる恐れがあります。突風が吹く可能性がある場所へご使用される場合は、弊社推奨　のドア

ストッパーを併用してください。

●使用されている錠は家庭内向けの簡易錠です。不審者の侵入を防止する目的のものではあ　

りません。

！

□商品全般
●本商品は木製品のため温度・湿度など室内環境により反り、ネジレが発生する可能性があ　り

ます。冷暖房機器の直射や日光の直射を避けていただき、恒常的な多湿・乾燥状態にな　らない

よう住環境の調節をお願いします。また室内の空気循環も心がけていただけるよう　お願いしま

す。

●性能に支障をきたすような改造・加工はしないでください。

●扉にもたれ掛かる、扉や取手にぶらさがる、扉に強い衝撃を与えるといった行為はおやめ　下

さい。破損や扉脱落によるケガに繋がる恐れがあります。

●扉の作動性が悪くなった場合、無理に作動させようとすると金物の破損や扉脱落の可能性　

があり、ケガに繋がる恐れがあります。無理に開閉させず専門の業者にお問い合わせくだ　さい

。

●ガラスやミラーにキズを付けたり強い衝撃を与えないでください。割れてケガをする恐れ　が

あります。

□ドア(開戸・引戸)

●商品の性質上扉と扉の隙間が発生します。この隙間に指を挟んだまま扉を閉めると大き　な

ケガに繋がる可能性がありますのでご注意ください。特に乳幼児に開閉をさせること　は避け

ていただき、乳幼児が近くにいるときの開閉には十分ご注意いただくようお願い　します。

●扉は取手を持って操作してください。取手以外の部分を持って操作すると指挟みのケガ　や

商品破損に繋がる恐れがあります。

●収納した荷物が扉に当たり開閉ができなくなる場合がありますので、ご注意ください。

●玄関収納の棚板は靴の重量を想定しています。それ以上の重いものを乗せると脱落、破　損

に繋がりますのでおやめ下さい。

□収納(クローゼット・物入・玄関収納)

安全に関するご注意



□ドア・収納(表面シート)

□ドア・収納 (金物 )

●シートが汚れた場合は中性洗剤を水で薄め布に浸し、水が滴らない程度に絞ってから拭き取ってください。

●酸性・アルカリ性の洗剤や、シンナー・ベンジンなどの薬品は使用しないでください。変色やシート劣化に　繋がる

恐れがあります。誤って付着してしまった場合は直ちに拭き取ってください。

●セロテープ・ガムテープ等の粘着テープをシートに貼らないで下さい。シートの剥がれや粘着材残りが発生　する

恐れがあります。

●キズの補修用に専用のパッチャルペンシル（補修用クレヨン）、タッチアップマーカー（補修用マジック）　をご用意

しています。（有償となります）。

●金物が汚れた場合は中性洗剤を水で薄め布に浸し、水が滴らない程度に絞ってから拭き取ってください。

●酸性・アルカリ性の洗剤や、シンナー・ベンジンなどの薬品は使用しないでください。変色や腐食に繋がる　恐れ

があります。誤って付着してしまった場合は直ちに拭き取ってください。

●金物に汚れが付いたり埃が溜まると、機能が劣化する恐れがあります。定期的なお手入れをお願いします。

お手入れ方法 　ドア・収納 (表面シート・金物 )
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